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問

問

答

答

総務常任委員会総務常任委員会
　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
第
９
条
に
基

づ
き
個
人
番
号
の
利
用
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
　

第
３
条
「
市
の
責
務
」
を
遂

行
す
る
た
め
に
、
職
員
の
研
修
体

制
、
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

税
、
国
保
、
住
基
の
担
当
者

の
操
作
研
修
の
徹
底
は
無
論
の
こ

と
、
全
職
員
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
関
す
る
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

◆
白
河
市
証
人
等
に
対
す
る
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項

の
整
理
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部

改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
白
河
市
税
条
例
の
関

係
条
文
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

◆
不
動
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

福
島
県
復
興
公
営
住
宅
（
鬼
越

地
区
）
の
整
備
に
供
す
る
た
め
、

白
河
市
影
鬼
越
地
内
の
山
林
７
１

５
８
平
方
メ
ー
ト
ル
を
福
島
県
県

南
建
設
事
務
所
に
売
却
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

　
　

福
島
県
県
南
事
務
所
か
ら
聞

い
て
い
る
範
囲
で
、
復
興
住
宅
の

概
要
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
た

い
。

　
　

隣
接
す
る
県
有
地
と
合
わ
せ

て
、
平
家
２
世
帯
住
宅
が
14
棟
と

集
会
所
１
棟
が
建
設
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
、

◆
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
　

新
市
建
設
計
画
を
変
更
す
る
た

め
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
第
５
条
第
７
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
得
る
も

の
で
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

１　新市建設計画とは
　新市建設計画は、市町村の合併の特例に関する法律（昭和40年法律第６号）に基づき、合併
する市町村が合併後のまちづくり全般に関して作成する計画である。
　本市の新市建設計画「新市まちづくりプラン（新市建設計画）～人　文化　自然　輝き集う
県南中核都市～」は、平成17年に、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会において作成さ
れ（計画期間は合併後概ね10年間）、この計画を基礎として、合併特例債などの国や県からの
財政支援措置を活用してきた。
　※合併特例債…新市建設計画の事業費として特例的に起債できる地方債であり、事業費の

95％に充当でき、その元利償還金の70％について、後年度に普通交付税の基準財政需要額
に算入される。

２　計画変更の背景と目的
　東日本大震災の発生を受け、合併特例債を活用できる期間が被災地では10年間延長されるこ
ととなり、特定被災地方公共団体である本市においても、平成37年まで合併特例債を活用する
ことが可能となったことから、有利な起債である合併特例債を活用するため、新市建設計画を
変更するものである。
　なお、計画の変更にあたっては、必要最小限度の変更を行い、特に記述等の見直しは行わな
い。

３　変更の内容
　①計画期間の延長
　　現行計画の期間を10年延長し、平成37年度までとする。
　②将来人口推計値等の修正
　　計画期間の延長にあわせ、直近の実績値及び平成37年度までの推計値を追加する。
　③財政計画の見直し
　　計画期間の延長にあわせ、計画内容を見直すとともに計画期間を平成37年度までとする。



5

問答問答

　

市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用

条
例

◆
白
河
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

利
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例◆
白
河
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

右
三
議
案
は
、
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
）
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
制
定
ま
た
は
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等

の
定
数
に
関
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
で
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数十

九
人

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

定
数�

五
十
八
人
以
下

　
　

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
違
い
に
つ

い
て

　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
、
議
決
権
は
持
た
な

い
が
、
現
地
調
査
及
び
総
会
等
に

出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

◆
白
河
市
大
信
地
域
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例

　

地
域
情
報
の
発
信
等
に
よ
り
、

市
民
と
来
訪
者
の
交
流
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
地
元
特
産
品
の
販

売
等
に
よ
り
地
域
産
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
、
大
信
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

　
　

飲
食
提
供
施
設
の
開
館
時
間

に
つ
い
て

　
　

大
信
地
域
に
は
、
飲
食
施
設

が
少
な
い
た
め
、
午
後
十
一
時
ま

で
開
館
す
る
こ
と
と
し
、
会
議
後

の
懇
親
会
等
の
開
催
も
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
午
後
九
時
以
降
の
利

用
は
、
事
前
予
約
制
と
し
、
未
成

年
者
の
入
場
は
で
き
な
い
。

●
産
業
部
関
係

　

米
の
作
付
か
ら
水
田
を
活
用
し

た
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物
へ
の

転
換
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
ハ
ウ

ス
建
設
資
材
購
入
費
な
ど
の
費
用

を
助
成
す
る
。

　

水
田
活
用
型
園
芸
産
地
緊
急
育

成
事
業　
　

１
５
３
４
万
１
千
円

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市民産業常任委員会市民産業常任委員会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号)

【左写真】
着々と建設が進む大信地域
市民交流センター

【右パース図】
大信地域市民交流センター
完成予想図
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問

問

答

答問

問答

問答

答

教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
保
育
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

白
河
市
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
平

成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
園

と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

　
　

現
在
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の

32
名
の
児
童
を
他
の
施
設
に
異
動

が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
過
剰
施
設

だ
っ
た
の
で
は
。

　
　

廃
園
に
つ
い
て
は
、
築
30
年

を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
上
に
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
壁

の
亀
裂
や
床
の
ゆ
が
み
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
や
、
立
地

条
件
が
悪
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
検

討
し
て
き
た
が
、
26
年
度
に
私
立

「
さ
く
ら
の
園
保
育
園
」
が
開
園

見
込
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
24

年
度
に
廃
園
の
方
向
性
を
決
定
し

た
。
そ
の
た
め
、
過
剰
施
設
に
は

当
た
ら
な
い
。

◆
白
河
市
運
動
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

運
動
公
園
条
例
に
か
か
る
体
育

施
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
目
的
及

び
規
模
が
同
様
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
使
用
料
等
に
差
異
が
あ

り
、
長
期
に
わ
た
り
改
定
が
行
わ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
、
利
用
者
の
「
負
担
の
公

平
」
の
観
点
か
ら
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

　
　

陸
上
競
技
場
の
施
設
利
用
が

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

使
用
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
の
使
用
料
は
明
記
）
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
よ
い
こ
と
だ
が
、

「
専
用
」
の
午
後
５
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
使
用
料
が
入
っ
て
い

な
い
の
は
何
故
な
の
か
。

　
　

午
後
５
時
以
降
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
照
明
設
備
が
十
分
で
な

い
事
か
ら
安
全
管
理
上
ト
ラ
ッ
ク

を
走
る
個
人
使
用
の
み
を
対
象
と

し
た
。

　
　

利
用
区
分
で
「
専
用
」
「
個

人
」
だ
け
し
か
な
く
、
約
80
％
が

団
体
で
利
用
し
て
い
る
の
が
現
状

な
の
に
「
団
体
」
が
な
い
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

３
つ
に
分
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

｢

団
体｣

の
利
用
区
分
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
た
い
。 　

　

使
用
料
の
減
免
な
ら
び
に
部

活
の
日
没
ま
で
の
使
用
に
つ
い
て

　
　

減
免
に
つ
い
て
は
現
在
、
内

部
で
検
討
中
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
小
中
学
生
・
高
校
生
の

部
活
に
つ
い
て
は
３
時
間
ま
で
は

無
料
で
使
用
し
て
い
る
。
日
没
ま

で
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
指
定
管

理
者
と
の
協
議
の
中
で
使
用
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

●
教
育
委
員
会
関
係

　

小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
一
般
管

理
費
に
お
い
て
、
施
設
の
修
繕
及

び
光
熱
水
費
等
に
不
足
等
が
生
じ

た
た
め
、
所
要
の
補
正
予
算
を
要

求
す
る
も
の
で
す
。

　
　

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
修
繕
費
は
、
調
査
委
託
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
か
。

　
　

市
内
の
学
校
全
体
の
一
般
的

修
繕
の
経
費
で
あ
る
。

●
保
健
福
祉
部
関
係

　

小
規
模
保
育
事
業
（
最
大
19
名)

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
実

施
者
が
整
備
す
る
賃
貸
物
件
の
改

修
費
及
び
賃
貸
料
等
を
補
助
す
る

た
め
、
補
正
予
算
を
要
求
す
る
も

の
で
す
。

◆
白
河
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
小
規

模
保
育
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
保

健
師
又
は
看
護
師
１
人
を
保
育
士

と
み
な
す
国
の
省
令
の
基
準
に
准

看
護
師
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同

意
し
ま
し
た
。

子育て支援の様子

白河市陸上競技場

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号)

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
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問答

問答

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
屋
外
広
告
物
に
関
す
る

条
例

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
条
例

に
よ
り
規
制
・
誘
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
県
内
全
域
を
対
象
と

す
る
県
条
例
の
基
準
は
緩
や
か
で

あ
り
、
市
の
景
観
の
取
り
組
み
や

景
観
計
画
の
定
め
る
基
準
と
整
合

性
が
図
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
市
の
実
情
に
合

っ
た
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
良
好
な

景
観
の
形
成
と
公
衆
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

条
例
施
行
に
伴
い
、
不
適
格

な
広
告
物
と
み
な
さ
れ
る
物
件
の

除
去
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

　
　

六
年
間
の
猶
予
期
間
を
設
け
、

当
該
所
有
者
に
是
正
を
求
め
る
。

　

そ
の
際
の
撤
去
や
改
修
に
か
か

る
費
用
に
つ
い
て
は
市
か
ら
の
補

助
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
中
心
市
街
地
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

　

中
心
市
街
地
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
）
は
、
建

築
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、
経
年

に
よ
る
老
朽
化
と
震
災
に
よ
る
劣

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て
再
生

さ
せ
る
た
め
、
改
修
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

◆
（
仮
称
）
白
河
市
市
民
文
化
会

館
建
設
事
業
建
築
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

被
災
３
県
に
お
け
る
公
共
工
事

の
本
格
化
の
影
響
に
よ
り
、
下
請

け
業
者
の
選
定
及
び
確
保
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
や
、
地
下
躯
体
工

区
に
お
い
て
型
枠
・
鉄
筋
工
な
ど

の
労
務
不
足
、
地
下
湧
水
及
び
Ｊ

Ｒ
近
接
対
策
な
ど
の
影
響
に
よ
り

不
測
の
日
数
を
要
し
た
た
め
、
工

事
期
間
を
平
成
28
年
８
月
31
日
ま

で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

◆
（
仮
称
）
白
河
市
市
民
文
化
会

館
建
設
事
業
電
気
設
備
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◆
（
仮
称
）
白
河
市
市
民
文
化
会

館
建
設
事
業
暖
冷
房
衛
生
設
備
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
　

建
築
工
事
の
工
期
延
長
に
伴
い
、

工
事
期
間
を
平
成
28
年
８
月
31
日

ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

◆
（
仮
称
）
白
河
市
市
民
文
化
会

館
建
設
事
業
屋
外
整
備
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

建
築
工
事
の
工
期
延
長
に
伴
い
、

工
事
期
間
を
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

　
　

工
事
期
間
の
延
長
に
よ
り
開

館
時
期
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　

当
初
計
画
ど
お
り
10
月
開
館

を
予
定
し
て
い
る
。

◆
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

国
指
定
史
跡
「
小
峰
城
跡
」
の

保
存
及
び
活
用
に
供
す
る
た
め
７

２
０
８
・
49
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取

得
す
る
も
の
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て

　

主
に
小
峰
通
り
の
供
用
開
始
に

伴
う
路
線
の
起
点
に
変
更
が
生
じ

た
た
め
及
び
宅
地
開
発
に
よ
る
市

道
敷
寄
附
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
１
６
２

７
万
６
千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
は
20
億
８
７
７
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
900
万
円

増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
４
億
５
５
３
４
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
施
設
等
修
繕
費

で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
施
設
等
修
繕
費

と
配
水
管
布
設
替
工
事
費
用
の
増

加
に
伴
う
も
の
で
す

　

委
員
会
所
管
に
か
か
る
主
な
内

容
は
、
市
民
文
化
会
館
建
設
事
業

に
か
か
る
継
続
費
の
設
定
期
間
延

長
に
伴
い
７
億
６
３
１
０
万
円
を

減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同

意
し
ま
し
た
。

白河文化交流館（平成28年１月）

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

建設水道常任委員会建設水道常任委員会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号)

○○
商店


